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「産地連携」の重要性とメリット
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「産地連携」の重要性

近年の変化 影響例 産地連携による解決方向性

社
会

人口減少・高齢化 農業従事者の減少／技能継承の断絶
生産力の確保・持続的供給のための
パートナーシップ確立

気候変動・異常気象 不作、収穫遅延、水害、干ばつ等が頻発
単発調達では対応できず、
複数産地やリスク分散連携が重要

フードロス問題 規格外品や需給ギャップによる廃棄が社会課題に 適正量の生産によるフードロス削減

食の安全意識の高まり 消費者が産地・履歴・農薬等を重視
トレーサビリティ確保・顔の見える産地体制の
構築

持続可能性（SDGs）重視 環境・社会・経済に配慮した調達が必須
地元産地との長期連携をCSR・ESGの
柱とする

市
場

原材料価格の高騰・不安定化 輸入依存度が高く、為替・戦争・インフレの影響大 国産の安定的確保・契約栽培の活用

消費者ニーズの多様化 「国産」「安心」「無添加」など価値観が細分化 産地との連携で特性ある原料開発

BtoB企業の信頼性重視 外食・中食・小売からのトレース要求の強化 一体となった品質保証体制の構築

サプライチェーンのグローバル化／
分断リスク

パンデミック・地政学リスクで輸送停滞 国内産地の再評価と連携強化

企業の差別化競争の激化 原料からの「ストーリー性」で商品価値を伝える流れ 産地連携によるブランド価値の強化・発信

近年の社会や市場の変化に対応するために、産地連携は重要である。

公募申請のポイント：『事業計画書【事業の目的】』の情報の整理として、産地連携の意義を近年の変化などから整理する

重要
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産地連携によるサプライチェーン上のメリット全体像

Q:品質

ニーズに沿った
生産ができる
(安定品質の原料
供給が可能)

国産であること
で付加価値を訴求

安定した品質の原材料が入手でき、製品
の均一品質を実現

輸送計画により
鮮度保持し
商品クレーム減少

安心・安全な
商品の供給

C:コスト
技術共有や効率化
によるコスト低減

直接連携による
中間マージン削減
在庫管理の効率化

不良品やロス減少、生産計画の効率化
によるコスト削減

輸送経路・スケ
ジュール最適化で
コスト削減

適正価格で販売

D:デリバリー
計画的な出荷によ
る安定供給

生産状況把握によ
る欠品リスク低減

原料供給の安定化で生産遅延リスクが減
り、納期遵守が容易に

産地連携で
効率的配送、
納期遵守率向上

検品・遅延が減り、
満足度向上

産地連携により、サプライチェーン上のメリットをもたらす。品質・コスト・デリバリーの観点で、生産者にも製造・販売社にもメ
リットがある。

生産者 問屋 出荷 顧客受入 加工 包装

製造
＜サプライチェーン上のQCDメリット＞

青文字：生産者に関連するメリット
赤文字：製造・販売社に関連するメリット

公募申請のポイント：『事業計画書【事業の目的】』の情報の整理として、サプライチェーン上のメリットを意識し、
生産者と連携かつ生産量が増えることを考慮して計画を整理する

今回の事業は、生産者と連携し、
原材料の取扱量が増加する
取組である必要がある

補助対象者
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品質・安全性の向上

品質管理範囲の
明確化

品証レベルの向上 品質基準の明確化

原材料使用上の品質管理リスク

異物混入
リスク

残留農薬・
化学物質のリスク

微生物汚染リスク 品質のバラつき トレーサビリティ

産地連携（国産）

・生産国の異物混入基準
が異なる
・生産現場の管理レベルに
バラつき
・輸送・保管中の混入リスク

・国によって農薬・化学
物質の使用基準が異なる
・農薬の履歴不透明
・残留基準超過リスク

・収穫・加工時の衛生
管理レベルの低下リスク
・輸送・保管環境の影響
・冷蔵・冷凍管理の徹底
困難

・産地・収穫時期による
品質変動
・加工工程の品質基準が
異なる
・規格外品の混入

・生産者・産地情報の
不透明リスク
・流通経路が複雑で追跡
困難
・書類上の情報と実際の
原材料の不一致リスク

食品安全基準の遵守

第三者機関との
連携が容易

直接コミュニケーション可能(言
語の壁少ない)

現地確認が容易

トレーサビリティの確保が容易品種統一が容易

契約栽培での生産が
容易

日本の法規制が厳しい

※赤文字：外国産の場合のリスク

産地連携により、品証レベルの向上、品質基準の明確化、品質管理範囲の明確化が図れる。
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コスト・デリバリーに対する効果

外国産

コ
ス
ト

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

デ
リ
バ
リ
ー

・物流費が安い
・為替影響なし
・在庫圧縮可能
・小ロット対応しやすい

・単価が高くなる傾向
・生産量に限界あり
（供給制限）
・国内の人件費・資材
費が高騰

・リードタイムが短い
・緊急時対応がしやす
い
・国内物流の安定性

・自然災害・気候で収
穫不能リスク
・産地偏重による断絶
リスク
・長期計画が難しい

・原料単価が安い
・スケールメリット
活用可
・人件費・地代が安価

・為替変動リスクあり
・関税・検疫費用の
追加
・ロット単位が大きく
柔軟性が低い

・複数産地・通年供給
が可能
・契約栽培による安定
共有体制が組みやすい

・納期が長い
(海上輸送等)
・通関・港湾トラブルの
影響大
・緊急時の対応が困難

・サプライチェーン
横断的なコストの
最適化
・生産量アップ可能

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
影
響
が
少
な
い

産
地
連
携

国産

産
地
連
携

・長期計画可能

メ
リ
ッ
ト
そ
の
ま
ま
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
軽
減

国産産地連携により、コスト・デリバリーのデメリットを軽減できる。
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「産地連携」の重要性とメリットのまとめ

公募申請のポイント：『事業計画書』の情報の整理として、産地連携を実施する理由（近年の変化などの背景情報）と、
産地連携する意義（メリットや生産者への寄与など）はなにかを事業の全体を捉えて計画を整理する

産地連携
を実施する
理由

実施するこ
とで得られ
る効果

近年の変化

社会 市場

産地連携（国産）

生産者 問屋 出荷 顧客
受
入

加
工

包
装

製造

サプライチェーン上の効果
※生産者と連携することで、

生産者の生産量が増えることが必須

コスト デリバリー品質

効果の視点例
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